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ノ ヴ ェ ッ ラ
種本 とされ るチン テ ィオ(GiraldiCinthio)の小話 には ないキ リス ト教的 な愛 のヴ ィジ ョンが
まさに稲妻 となって劇世界を照 ら し出す のであ る。
このよ うな論 旨は、最近 のフ ェミニズム批評 の立場か らは、真 向 うか らの反論が予想 され る
が、ドラマの フ ォームを大切にす る立場か ら、今一度場面構成や場面構図、ステージ ・タブ ロー
やイ メジャ リー、台詞 の トーン や リズムや シン タ ックスや聖書的引喩や アーキ タイパル な表象
などに注意を 向けつつ、結婚愛 のパ ラ ドックスのテーマを探求 してみ よ う。
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1あ どけ な い少 女 の 面 影
大失態を演 じて、副官を罷免 されたキ ャシオに、イ アゴーは 「今は、われわれ の将軍 の奥方
こそ将軍様だ。… ざっ くば らんに 自分 の気持 ちを伝え なさい。奥 さんに頼み込んで、 なん と
か復職 で きるよ うに して貰 うことです な」(2・3・309-14)と忠義顔 に助言す る。 キ ャシオは、
まん まとイ アゴーの口車に乗せ られて、早朝か らデズデモーナの邸に のこのこ訪ねて来 るのが、
3幕3場 であ る。
彼女は若い士官が酒 の上で の失態で副官 の地位を解かれ、す っか り打 ち萎れてい るのにいた
く同情 し、 「まかせ てお きな さい。わ た しは、い った ん友情 を誓 えば、 とこ とん実行す る人間
です。主人には も う休息を与え ません。徹夜を してで も、言 うことを聞かせ ます。根負けす る
まで言 ってや ります。ベ ッ ドは教室、食卓は戯悔席 となるで しょう。あ の人が何をす るに も、
貴方 の嘆願 を挟 んでや りますわ。 だか ら、 さ、元気 をお出 しな さい。 キ ャシオ さん」(3・3・
20-26)と自信た っぷ りに約束 す る。
そ のとき夫が戻 って来 るのを見て、 デズデモーナは、実際キ ャシオを引 き留め、彼 の面前で
夫を説伏 してみせ る心算であ ったが、キ ャシオの方は、将軍 の姿を見 ると後めたそ うに慌てて
そ の場を立 ち去 る。彼女 は さっそ く切 り出す。「… あ の過 ち も、われ知 らず に犯 した もので
す。故意ではあ りません。あ の正直 な顔を見れば、わた しに もそれ くらいは分か ります。 ど う
か もとのポス トに戻 してあげて」(3・3・48-51)、「それ な ら明 日の夜 、でなければ火曜 日の朝、
火曜 日のお昼、夜、いえ、水曜 日の朝で もいいわ。ね、それを きめて、で もぜひ とも三 日以 内
に して。本当にあ の人、後悔 していたわ。… それに常識的に言 って も、お側に置 くことが許
せぬ ほ どの罪で もないで し ょう。 いつ 呼び まし ょう、ね 、オセ ロー。」(同 ・60-74)と夢 中に
なって復職をせがむ のであ る。 ところが オセ ローの方は、つい さっき 「あ っと!こ いつは まず
い な!」(同 ・34)とイ ア ゴーか ら、 まるで妻 とキ ャシオ との間に危険 な関係が あるかの よ う
なことを匂わ され、心に しこ りが残 ってい るところへ、妻が青年士官を余 りに熱心に弁護す る
様子を見て、 どこか不 自然 なものを感 じた と して も不思議は ない。
デズデモーナの方は、夫が愛 してい る新妻 の頼み なら何んで も聴いて くれ ると確信 し、 しか
もそれをキ ャシオの面前で証 明 してみせたか った よ うに見え る。そ こには女友だ ちの前で夫に
自分が どん なに愛 されてい るかを 自慢顔に話 したが る女 の見栄 と通底す るものが なか った とも
いえ ない。ただそれに して も、夫 の職務 のことに差 し出が ま しい ことを言 った り、別 の男に肩
入れ し過 ぎるのは、 どん な寛容 な夫で も愉快には思わ ない ことが、彼女には よ く分か ってい な
い。 ま してや中年で異文化圏 の人間であ ることを 内心気に してい る夫 の場合 なら、 なお さら妻
の方は思慮を働かせ るべ きだ った と観客は思 うだ ろ う。そ こに周囲 との関係把握 のまだ よ くで
きてい ない幼 さが読み取れ よ う。
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を確かめようと、それをちょっと貸 して くれと求めるのだが、彼女は紛失 したことを認める勇
気がなく、「なくしてはいませんわ」(3・4・85)と誤魔化し、提示を求められると、「ええ、
お見せできますわ。だけどあとで」(88)と言い逃れ、「そんな風に言って、私のお願いごとを




マン教授2)も論 じているように、十代もようや く後半に入ったばか りの少女 としてイメージし
たのではなかったのか。漂泊の雰囲気を漂わせ、危機一髪の経験を何度も味わい、苦難にみち
た冒険を生き抜いてきた色浅黒いた くましいアラビア系3)の傭兵隊長に、 ロマンチ ックな憧憬
をいだき、矢もたてもたまらず前後の見さかいもなく、その厚い胸に飛び込んでいけるのは、
思慮分別の突いた成熟 した女性の行動様式とい うより、十代の乙女の行動様式と言ってよいで
あろう。確かに、デズデモーナにはrロ ミオとジュリエ ット』のヒロイン のような年齢への明
確な言及は見当たらないが、ヴェニスの真夜中、運河をたった独 りでゴン ドラに乗って男の待
っている宿にと駆け落ちするところや、強固に反対する父親に、きっぱ りと、これからは愛す
る男と一緒に生きてい くと誓った り、オスマン ・トルコの攻撃をまともに受ける最箭線基地キ








彼の好餌にさせることを着想 した。そのとき、イアゴーは、 ローマ喜劇以来のアル レッキーノ
の枠を大いにはみ出した人物となり、オセローもまた大言壮語を吐 く滑稽なカピターノの性格




今 西 雅 章
2イ ア ゴ ーの 即 興 の 劇 中 劇
4幕1場 の中には、イ アゴーの即興的演 出の 「劇中劇」が組み込 まれてい る。舞台 の片袖に
オセ ローを待たせておいて、イ アゴーは再び現れたキ ャシオに小声で話 しかけ、そ の様子を こ
っそ りと覗 き見 してい るオセ ローに見せつけ るシーン であ る。イ アゴーは、実際には、キ ャシ
オに首 ったけ の娼婦 ビアン カのことをか らかい、キ ャシオの方は得意げに高笑いをす るのだが、
遠 くか ら見てい るオセ ローには、て っき りデズデモーナとの不倫 の仲をか らかわれて、キ ャシ
オが照れか くしに高笑い してい るものと誤解 して しま う。
そ のとき偶然に も、派手 な姿 の女性がキ ャシオのところに現れ、 デズデモーナに贈 ったはず
の問題 のハン カチをつ き返す。 これを 目撃す るにお よんで、 オセ ローの二人 の不倫へ の疑念は、
確信に と変化す る。新妻に贈 った母親譲 りの大切 なハン カチを、今派手 な女が所持 していて、
それをキ ャシオにつ き返 しに来 る情景を 目撃 しては、 オセ ローならず とも頭に血が のぼ るのが
自然であ る。 このよ うな状況を仕組 まれては、だれで も動かぬ証拠 と思い込む のが道理であ ろ
う。3幕4場 で ハン カチを見せ うと言われて も、妻が見せ られ なか った理 由が、今 明白に なっ
た とオセ ローが思 った と して も不思議では ないだ ろ う。実に巧妙 な トリックであ る。そ の結果、
1幕では、 ブラバン シ ョーか ら偏見にみ ちた罵声を浴びせ られて も泰然 自若 と してそれを受け
止めた オセ ローも、 この4幕 に入 るころか ら、人格崩壊寸前 の心理的情況に追い込 まれてい く。
この 「劇 中劇 」的 シーン を 目撃 した直後 、 オセ ローは、「あの男は、何年 もか けてなぶ り殺
しに してや りたい … 」(4・1・178)とキ ャシオへ の復讐 を誓 う。 また 「デ ズデモ ーナ も生
きる ことは許 され ない。 自分の心 は今 や石 に変わ った」(4・1・182-83)と妻 の殺害 を決 意 し、
イ アゴーの 「ベ ッドの上 で絞 め殺 され るが よろ しかろ う、奥様が汚 したベ ッ ドの上で」(4・1・
207-8)とい う助言 に従 うことにす る。二 人は悪魔 と人 間が共犯を誓 い合 うよ うに、脆 いて二
人へ の復讐を合唱す る。
この直後、 ヴ ェニスか らの使者 ロ ドヴ ィーコが、 デズデモーナや従者た ちと登場す る。本国
政府 の命令で オセ ローが ヴ ェニスに召還 され ることに な り、かわ ってキ プ ロスの隊長代理にキ
ャシオが任命 された ことを、 ロ ドヴ ィーコは彼女に漏 らす。彼女は思わず 「本当に、それは よ
ろ しゅ うござい ま した」(4・1・237)と言 う。それはキ ャシオが隊長代理に なれた ことが嬉 し
い とも取れ る不用意 な言葉 であ った。彼 女 の言葉 を小耳には さんだ オセ ローは、「本当にそ う
思 うか!」(238)と言 い、 間 もな く感情を爆発 させて彼女を打郷 し、面 罵す る。 このオ セ ロー
の異常 な振舞 いは、 ロ ドヴィー コに とって は晴天 の震麗 と映 った。「閣下、 こんな ことは、 ヴ
ェニスでは、い くら私 が この 目で見た と証 言 して もだれ も信 じます まい」(4・1・241-42)と。
それは また デズデモーナに とって も、驚愕であ り、発見であ ったに ちがい ない。 このヴ ィーナ
ス誕生 のゆか りの愛を育むべ き島に来て以来、皮 肉に も夫婦仲が うま く行か な くなって きた こ
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とを、彼女 も感 じは じめていただ ろ うが、 まさか夫に激 しい平手打 ちを喰 うなどとは夢想だに
しなか ったであ ろ う。人間が文化 のペルン ナをか な ぐり捨てた瞬間 の凄 ま じい形相を、観客 も
そ こに 目撃す ることに なる。
いや、 ことは これだけに とどまらない よ うに作者は筋を展開 させ る。お とな しく命 じられ る
が ままに席を外そ うとす るデズデモーナに、ロ ドヴィー コが 「呼び戻 しておあげな さい、将軍」
(同・248)と庇 うよ うに言 うと、 オセ ローは まるで淫売宿 の亭 主が客に娼婦を推奨す るとき
のよ うな台詞 を吐 く。小 田島訳 では、「閣下 、 この女 は返 ります よ、い くらで も。 呼べば答え
てひ っ く り返 える。 それ に泣 くの も うまい、泣 くの も。従順で もあ る。」(同 ・253-56)と微妙
に訳 出されてい るが、あ りていに言えば、原文 の底意は、性行為にかけて彼女は絶品だ と言 う
のであ る。`Turn'も`weep'も`obedient'も、す べてその含意 の動詞5)である。
この驚 くべ きオブシーン な台詞を耳にす るとき、大半 の観客 もまた大 きな衝撃を受け るであ
ろ う。人間 の理性が極限状況に追い込 まれた とき、いかに脆弱 なものであ るかを、観客は オセ
ローの変貌 の中に直観す るであ ろ う。
3デ ズデ モ ーナ の 心 の 揺 れ と愛 の 表 明
今や新妻 の不倫を確信 してい るオセ ローの前では、エ ミリアがいかに彼女 の潔 白を保証 して
も甲斐 のない ことであ る。 呼び出 されて登場 したデズデモ ーナを、再 び淫売 呼ばわ りし、 「屠
殺場 の夏 の蝿が卵を産む や、忽 ち次 のを産 む よ うに貞潔 だ」(4・2・67-68)と皮 肉 り、不義
密通を 白状せ よと迫 る。そ の後、エ ミリアに慰め られ、更に毒 の効果を確かめにや って来たイ
アゴーに言葉 巧みに慰め られ、情然 た るデズデモーナは、「何 だか よ く分か らない。 小 さな子
供に教え るときは、や さ しく分か りやす く諭すわね。あ の方だ って、そん な風に叱 って下 され
ば よいのに。わた しって、本当に叱 られ た ことのない子供 なのに」(同 ・ll3-16)と言 うとき、
観客は彼女にあ どけ ない少女 ゐ面彰を読み取 るだ ろ う。
しか し彼女は健気に も 「た とえあ の方が、わた しにみ くだ り半を下 して も、乞食 のよ うな 目
にあわせて も、わた しが今、あ るいは以前、あ るいは将来、あ の方を愛 さな くなることがあ る
と した ら、すべて の喜びか ら見棄て られて もいい!冷 たい仕打 ちはつ らい、あ の方 の冷たい仕
打 ちは、わた しの命を奪 うか も知 れない、で もわ た しの愛 は傷 つかないわ … 」(同 ・158-63)
(OrthatIdonotyet,andeverdid,/Andeverwill-thoughhedoshakemeoff/Tobeggarly
divorcement-lovehimdearly,/Comfortforswearme!Unkindnessmaydomuch,/Andhis
unkindnessmaydefeatmylife/Butnevertaintmylove_.)とオセ ローへ の変わ らぬ愛を誓 う
のであ る。
この台詞は、キ プ ロス島に到着 したばか りの新婚早 々の彼女 の甘えて言 う 「それ なら明 日の
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夜、 でなければ火曜 日の朝 … で もぜひ とも三 日以内に して」(3・3・60-63)とは何 とい う
変化であ ろ うか。 この台詞は、抽象名詞が主格に使われ、譲歩節 まで従えた論理的表現に なっ
てい る。それは新妻 の 日常的 な言葉遣いにはそ ぐわ ない ものだが、 この場合、彼女 の愛 の理念
を貫 こ うとす る決意を表す のには適 してい る。彼女 の悲 しくも健気 な決意を伝え る心理的 な緊
張 した表現 なのであ る。 どん な境遇 の変化 の中で も夫を愛 し貫 こ うとす るキ リス ト教的工 一 ト
スに通ず る愛 の理念 の表 明であ って、 シ ェイ クス ピアの 『ンネ ッ ト集』ll6番の 「事情 が変わ
れば 自分 の気持 ちも変わ り、彼 の思いが移 ればわが思い も移 る、そんな愛 は断 じて愛 ではない」
と深 く呼応す る愛 のヴ ィジ ョン の表 明であ る。
次 の4幕3場 、「柳 の歌 」の場で も、 この愛 ゐ珪念 は、 ライ トモチ ーフ とな って反復 され る。
作者は も う一度彼女に この理念を言わせ るのであ る。エ ミリアの 「あ の方にお会いに ならなけ
れば よか ったです のに」(4・3・16)に対 して、 デズデモーナは、 「わた しはそ うは思わ ないわ。
わた しの愛は、あ の方を受け入れてい ます。た とえ、 どん なつれ ない扱い も、叱責 も、 しかめ
っつ らも、… み んなあの方 の素敵 な ところなんだ と」(同 ・17-19)と言 う。一 方のエ ミリア
は、当時 のヴ ェニスの夫婦間 の愛 の実相に触れて、「男 も女 も浮気す る者 は世 間にざ らにいる」
(同・83-84)と反論 し、 「… この世界 を まる ごと貰え るのな ら、煉獄行 き覚悟 でわ た しだ
って浮気をす るか も知れ ません ことよ」(同 ・74-76)と言 う。 そ して世 の亭主 たちの身勝手を
難 じ、妻を堕落 させ るものも、み な男 の責任だ、心や さ しい女だ って仕返 しの一つ も した くな
るのが人情だ と主張す る。そ して シャイ ロックが、 ユダヤ人 もキ リス ト教徒 と同 じ人間だ、五
感 も愛情 も、情熱 も持つ人 間なのだ と叫ぶ のに似 た語調 で、「わ た したち女 には、感情 が欠け
てい るとい うの?遊 び心で欲望を満足 させてはいけ ない の?意 志 の弱 さだ って、男 の人 と同 じ
よ … 」(同 ・99-100)と女性の立場を主張す る。
これは、父権社会 の因襲に対決 しよ うと立 ち上が った現代 の女性 のよ うな理論的 明快 さは な
なま
いが、直観的に また経験的に男性 の身勝手を常に肌で感 じてい る一人 の生 の女性 の抗議 の身振
りであ ると言え る。それは また、夫に不当 な虐待を受け る新婚早 々の幼妻をい とお しむ年上 の
女 の義憤であ り慰撫 の言葉で もあ ろ う。
それに対 して、 デズデモーナは 「神 さまど うか悪か ら悪を学ぶ のでは な く、悪を見て改め る
よ うな習慣を お授 け下 さい」(同 ・103-4)と祈 る ように独 りこち、 エ ミリアの意 見に反 対を表
明す る。 デ ズデモーナの ここの表 現は、 『ロマ書』(12・17-21)「… か え って、善 を もって
悪に勝 ちなさい」 の教えを踏 まえたキ リス ト教的工 一 トスの表 明であ る。
もっとも、彼女が このよ うな表 明をす るところに、かえ って彼女 の心 の振れを読み取 る解釈
も可能であ ろ う。事実、 この場面 の最初 のシーン では、次 のよ うな侍女 との間 の会話が展開す
る。 ヴ ェニスか ら到着 した若い使者 ロ ドヴ ィーコを送 り出 した後、 デズデモーナは 「今い らっ
しゃった ロ ドヴィー コさん て素敵 な方ね」(同 ・35)と彼 の ことを 口にす る。 フォ リオ初 版で
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は(ThisLodovicoisaproperman.)であ るが、それに答えてエ ミリアは 「それは も うとって
も男 っぷ りのいい殿方ですわ」(同 ・36)(Averyhandsomeman.)と言い、続けて 「ヴ ェニ
スにい る私 の知 ってい る女 の人で、あ の方 の唇に ち ょっとで も触れ られ るなら、パ レスチ ナま
で裸足 で巡 礼に行 って もいい くらいだ と言 ってお りま したわ」(同 ・37-8)と絶賛す る。 第ニ
アーデン 版 の編注者 リッ ドレー6)は、 この時点 でデズデモーナが この青年 を 「… ロ ドヴ ィー
コさんて素敵 な方ね」 と褒 めるのは、「彼女 の性格に似つかわ し くない」 とい う理 由で、エ ミ
リアの台詞 の方にすべて振 り当て、「ロ ドヴィーコ様 は素敵 な方 、 とって も男 っぷ りのい殿方
ですわ」 とい う風に校訂 し、新 しい アーデン 版 のホニグマン までがそれに従 ってい るのにはい
ささか失望を禁 じ得 ない。 デズデモーナが、 ここで ロ ドヴ ィーコとい うヴ ェニスか らの使者 と
してや って来た青年 のことを 口にす るところに こそ、 シ ェイ クス ピアの人間 の心理洞察があ る
と評すべ きでは ない のか。新婚 の楽 しい夢を一杯にふ くらませてや って来たキ プ ロスの島で、
や さ しく愛 され るどころか、 ムーア人 の夫が突然見せた信 じがたい乱暴 な言動に、ふ と一瞬 同
国人で 同 じよ うな環境に育 った青年 のことが今彼女 の脳裡をかすめた とて何 の不思議があ ろ う
か。今彼女 の 目に端正 な貴公子がいかに も立派 な文 明人に映 ったかは十分理解で きる。に もか
かわ らず、エ ミリアの主張す る報復説を しりぞけ、 自分 の心に言い聴かせ るよ うに、夫婦 の愛
の理念を強調す るところに、観客 の哀れを誘 うものがあ る。
もっとも、そ の哀れは、父権社会 の道徳、キ リス ト教倫理に徹頭徹尾洗脳 されて しまってい
るとい う意味で、哀れ と感ず る向 きもあろ うが、アン ・バ ー トン7)女史がいみ じくも『オセ ロー』
論で示唆す るよ うに、男女が互いに裏切 りを繰 り返す とすれば、背信行為 の悪循環に陥 ること
に なるのであ って、 よ り高次 の結婚愛を彼女が懸命に希求 してい るところに、観客 の感動があ
るのでは ない のか。少 な くとも、 この作品 のヴ ィジ ョンは、報復 の悪循環を奨励 してい るので
は な く、そ の止揚を追求 してい ると思われ る。二つ のシーン を使 って まで、結婚愛 ゐ珪念を デ
ズデモーナに語 らせてい るところに、作者 のこだわ るテーマが、何であ るか、ほぼ推察がつ く
とい うものであ る。
4チ ンツ ィオの 『ヴ ェニ スのム ーア人』の後半の粗筋
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ように言 う。彼女は 「天におわす正義の神よ、私の貞潔の証人 とな り給え … 」 と口にする
時、三度 目の一撃を受けてこと切れるのである。その後は計画通 りにことが運ばれ、翌 日人々













5聖 な る光 の き らめ き
『オセ ロー』 の最終場は、材源 とちが って きわめて儀式的 な情景か ら始 まる。 オセ ローは蝋
燭を片手にお もむ ろに安 らかに眠 るデズデモーナのベ ッ ドに と近づいて行 く。彼は 「これが理
由なのだ、 これが理 由なのだ、私 の魂 よ!こ れをお まえた ち純潔 な夜空 の星にむか って 口にす
ることは とて も出来ぬ。 これが理 由なのだ … 」(ltisthecause,itisthecause,mysoul!/Let
menotnameittoyou,youchastestars,/1tisthecause....)(5・2・1-3)と「これがi哩由なの
だ」を何度 も繰 り返 しつつ、 自分を正義 の裁判官に仕立てあげてい く。 この同文 の反復は、 自
己 の行為を正当づけ、 自己を説得す る自己催眠 の言葉 のよ うであ り、そ の リズムには どこか呪
文 のよ うな響 きさえす る。 この直後、彼は 目を醒 ま した新妻 と最後 の会話を交わす。
「俺が大切に していた ハン カチを、お まえにや った のに、それをお まえはキ ャシオにや って
しまった のだ」(5・2・48-49)と言 うと、彼女 は 「あ の人を呼んで黒 白をつけて下 さい」(同 ・
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67-68)と本人 の証言を求め る。 オセ ローはその言葉 に耳を貸そ うとせず、「あの男はすでに 白
状 したのだ」(同 ・68)と出鱈 目を言 う。 そ して、「殺 す のは明 日に して、今夜 は許 して!」
(同・80)、「せめて半時 間で もいいか ら」(同 ・82)とい う哀願 に も耳をかそ うとせず 、取 り
返 しのつかぬ過誤を犯 して しま う。 オセ ローの言語は、 もはや対話では な く、木毛 ゐ独語に転
落 して しまってい るのだ。
まさに今拒殺 され よ うと してい るデズデモーナが 「おお主 よ、主 よ、主 よ」(OLord1Lord1
Lord!)(同・83)と祈 りを 口に してい る時、寝室の外 側か らエ ミリアが 「ご主人様、 ご主人様、
ねえ も し、 ご主人様、 ご主人様!」(Mylord,mylord!Whatho,mylord,mylord!)(同・84)
と何度 も連呼す るのであ る。 内側 の`Lord'と外 側の`lord'がアイ ロニカルに舞台に交響す る。
エ ミリアの大声は、今凶行が なされた淀んだ密室空間に外界か ら一陣 の新風が吹 き込んで きた
印象を与え るのも事実であ ろ う。 よ うや く入室を許 されたエ ミリアは、 カーテン で隠蔽 された
ベ ッ ドの中か ら、 この世 ならぬ声で 「ああ濡れ衣を着せ られて殺 された の」(同 ・ll5)とい う
のを聞 く。 カーテン を慌てて引 き明け るとデズデモーナが ぐった りとなってベ ッ ドに横たわ っ
てい るのを見 つけ る。「誰 が こんなひ どい こ とを したのです?」(同 ・121-22)とい うエ ミリア
の質問に 「いいえ誰で もないわ。わた し自身 よ、 さよ うなら。や さ しか ったわた しの主人に よ
ろ しくね、 さよ うなら」(Nobody.Imyself.Farewell./Commendmetomykindlord-0,fare-
well.)(同・122-23)と言 って こと切れ る。
この首を締め られて絶息 したはず のデズデモーナが突然息を吹 き返 して、殺人を犯 した主人
を弁護す るよ うな台詞を 口に して、再び冥界へ と去 ってい くシーン は ど う解釈 した らよい ので
あ ろ うか。
自分か ら求めた結婚、父親 の反対を押 し切 って の結婚 の不幸 な結末に 自ら責任を取 った発言
とも取れ、 また父権社会 の因襲に呪縛 された女が暴君 と化 した夫を庇 う哀れむべ き姿 と断ず る
ことも不可能では ないが、少 な くとも当時 の観客 の反応は、 この死 の床か ら一瞬甦 り、 自己滅
却的 な(altruistic)遺言 を残 して再 び霊界 へ と去 ってい くステ ージ ・タブ ローに、聖書 の中 の
奇蹟 の逸話や聖者伝説を想起 した のでは なか ったか。
神へ の最期 の戯悔 の時間 さえ与 えて くれ なか った酷薄 な夫オ セ ローに対 して、「や さしか っ
た主人に よろ しく言 ってね」 と言い残 し、夫 の罪を背負 って去 ってい く彼女に、人は深い感動
をおぼえたであ ろ う。人間が神 の愛を実現す ることは容易 なことでは ない。人間 の愛 の中で、
他者を生かすために どん な自己犠牲を もい とわ ない とい う行為は、最 も崇高 な愛 の姿であ り、
どんな不 完全な者に も注 がれ る神 の愛 の実践なの である。 それは、 ニ グレン(AndersTheo-
doreSamuelNygren)9)流に言えば、美や善や知 に憧憬を いだ き、 それ に向か って上昇をはか
る人間 のエ ロース的 な愛 とは質的に異 なるものであ る。イエ スこそ罪 な くして、人間 の罪業を
一切を引 き受けて十字架上で死を遂げた、 アガペ ーの愛を体現 した人物であ ったが、今 デズデ
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モーナの姿か らそ のよ うな聖 なる光が放たれ、 まぶ しく観客 の 目を射てい るよ うに思われ る。
既に述べたチン ツ ィオの原話 の方では 「あわれ な婦人は、それを聞いて死が 目前に迫 ってい
るのを直感 し(と い うのは旗手 は彼 女に も う一撃 を喰わ せていた ので)、神 に彼女 の貞淑 の証
人 となって下 さい と祈 った。 もはや地上 の正義が失われていたか らであ る。彼女が神 の加護を
祈 ってい る とき、三度 目の一撃 が彼女 に加 え られ 、彼女 はそ こで動 かな くな った … 」10)と語
られ ているだけであ って、rオ セ ロー』 の最終 場の よ うな 「蘇生 」 と 「愛 の証言」 は一 切語 ら
れてい ない。そ こに シ ェイ クス ピアの独 自のヴ ィジ ョンが読み取れ よ う。
因に、図像やエン ブ レムに メ ッセージを読み取 る教育11)を受けていた当時 の観客 の想像力は、
エ ミ リアがベ ッ ドの ヴェールを開 くとい う行為 に も、「虚偽 を曝 き、真理を 白 日の世界 を連れ
出す」 とい うエン ブ レマテ ィックな意味を容易に読み取 ったか も知れ ない。16世紀前半か ら後
半にかけ て活躍 したイ タ リアの マニエ リス ト画家 プロン ツィーノ(AgnoloBronzino)がコジ
モ ・デ ・メデ ィチの依頼を受 けて制 作 した 《時 と真理 の寓意》別名 《愛 のア レゴ リー》(図版
参照)(現 在 ロン ドン ・ナ シ ョナル ギ ャラ リー所 蔵)は 、余 りに も有名だが、そ の絵 画の中で
も 「時」 の翁が欺隔 の世界を開示 して、真理を 明らかにすべ くカーテン を強い力で引 き開け よ
うと している構 図に なっている。 ルネ ッサン スの寓意 画には、「真実」は常 に隠 され てお り、
「時」が ヴ ェールを剥 ぎ取 るとい う図像が一般に よ く知 られてお り、当時 の諺 の 「真実は時 の
娘」(`VeritasfiliaTemporis')と結びついていた。それは、真実は開示 され るのに時間を要
す るとも、最後には勝利す るとい う寓意であ る。事実、 ハン カチ のことでは嘘をついて まで夫
に忠誠を尽 くして きた侍女が、遂に 「偶然拾 った奥様 のハン カチを前か ら欲 しが っていた夫に
与 えた」(5・2・225-29参照)と い う事 実を告 白 し、 隠蔽 され ていた真 実が一 同の前 で明 らか
となる。 これに よって、イ アゴーの知能犯的魔術は、一瞬に して霧散 して しまい、イ アゴーの
正体が 白 日のもとに曝 され ることに なる。
6オ セ ローの 「語 り」 と自己への アイロニ ーの刃
デズデモーナの生死の境からの証言とエ ミリアの死を賭 しての告白は、オセローの曇らされ
ていた 目か ら鱗が落ちる契機 となったと解 してよいであろ う。「ああ最後の審判の日におまえ
と顔を合わせたら、その顔は、おれの魂を天国から投げ落とし、悪魔どもがそれに飛びかかる
マイガ　ル
だ ろ う。冷たい冷たい身体に なったお まえ。… このおれを、悪魔 どもよ、 この天使 の神 々 し
い顔 の見え るところか ら、鞭打 って追い 出 して くれ。烈風 よ吹 きつけて くれ!硫 黄 の炎で火あ
ぶ りに して くれ!燃 え さか る地獄 の海 の深淵 で、洗 い清 めて くれ!」(5・2・273-80)は、 ま
さに痛恨 の表 白であ り、 自己諮責 の ヴィジ ョン である。 「火」 と 「水」に よる浄化 は、浄化儀
礼 の中で も一 般的形態で あろ う。 ここの台詞 は、 「火」 と 「風」 に向か って浄化 と懲罰 を求め
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た もので、黙示録的 な厳 しい響 きがあ る。 オセ ローは、最後 まで 自己認識に逢着 しない現実逃
避的 ボ ヴァ リス トであ った と評 す るT・S・ エ リオ ッ ト12)のような批評家 もい るが、主人公 の
自己認識や悔俊はイ メージや ヴ ィジ ョンに仮託 されて メタフ ォリカルに表現 されてい ると読む
べ きであ ろ う。
そ の後、イ アゴーは捕 らえ られて再び舞台に連れ戻 され る。そ の動機をたずね られて、イ ア
ゴーは傲然 と して 「何 もたずね るな。お前 さん の知 ってい ることは、お前 さんが知 ってい る。
これか ら先 は一切 口を利か ぬ」(同 ・300-2)と言 い切 り、 口を堅 く閉 ざして しま う。イ アゴー
が動機を語 らぬ ところが絶妙 と言 うべ きだ ろ う。本人が弁 明すれば動機が限定 され る。悪 の動
機は、心 の深層に根 ざ していて本人に もよ く分か らない ものだ。作者は彼 の動機をあ くまで観
客 の想像力にゆだね るとい う方法を選んだ。
今 オセ ローは連行 され る直前、 ヴェニス の高官 たちを呼び止め、「わた しは ヴェニス国家に
多少 の功績 は残 したはず。それ は当局 もご承知 の こ と … 」(同 ・336-37)とお もむろに語 り
始め る。そ の語 りの前半は、エ リザベ ス朝悲劇 の主人公た ちが、屡 々や った よ うな英雄的 ポー
ズが認 め られ るか も知 れ ないが、後半 の 「そ の手 は卑 しいイン ド人(Ql,Q2に 従 った。Fl
はイン ド人 のかわ りに ユダヤ人 となってい る。 どちら版を採用 して も解釈は成立可能)の よ う
に、彼 の部族す べてに代えがた い高価 な真 珠を投げ捨 てた … 」(同 ・244-45)以下 の行文は、
よ り比喩的 とな り、 省察 と悔 恨の情が強 く凝縮 して いる と読 める。 「真珠を投 げ捨 てた … 」
とい うところは、rマタイ伝』(7・6)の 「真珠を踏みつけ るよ うな愚 な豚に真珠を与えてはい
け ない」 を連想 させ る。「真珠」13)とはそ の青 味がか った光沢を放 ってい るがゆえに 「月」 と
結びつ き女性 のシン ボル とみ なされ、 しか も 「球体」を してい るところか ら完全性を表 し、 し
か も貝殻 の内部 に隠 され ている ことか ら、容易 に知 り得 ない 「宝」、秘教的 な 「叡智」 の シン
ボル ともな り、異教徒には理解で きない 「キ リス トの愛」 の象徴 ともな り得 るのであ る。 また
中世キ リス ト教美術では 「聖母 マ リアの純潔」 の象徴で もあ った。他方 ギ リシア ・ローマ神話
の体系 の中では、 アフ ロデ ィテのエン ブ レムであ り、「男女 の愛 と結婚」 の シン ボルである。
続 く 「… あのア ラ ビアの ゴムの木か ら樹液 が したた り落 ち るよ うに、 とめ でな く涙 を流
した」(同 ・348-49)は、改俊 の情 の表 白であ る と同時 に、 オセ ローの ムーア人 としての出 自
を人 々に想 い出 させ、それ は次 のア レポの町 での事件 のエ ピン ー ドに連結す る。「割札 を受け
た トル コ人 の首を とっつ かみ、 こんな風 に懲 ら しめた」(同 ・353-54)と言いつつ、 自分 の胸
を貫 くとき、今 までキ リス ト教徒 の一人 と思い込んでいたが、そ の本質は野蛮 な トル コ人 と変
わ るところのなか った ことを、 この最期 の象徴的行為 の中に示 した と解せ られ よ う。当時 の人
種的偏見(ブ ラバン シ ョーの言葉14)にいみ じくも見え るごと く)の 中で、あえて ムーア人 の自
分を選んで結婚 して くれた彼女は、何物に も代えがたい 「真珠」であ り、そ の価値を見抜け な
か った己れ の盲 目を恥 じ、 アイ ロニーの刃を 自分 の胸に突 き立てた と解せ られ る。それは象徴
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的行為以外のなにものでもない。シェイ クスピアは当時の常識として、チン ツィオの物語のよ
うに、国際結婚が しば しば惹き起こす悲惨な結果を教訓として劇化 したのではなく、む しろ稀
有な愛の殉教15)のテーマを うたいあげたかったのではないのか。
結 び に
しか し、 この劇は ここで終わ らない。息 も絶 えだえのオセ ローは、 「お まえを殺す前 に、 こ
ん な風に 口づけ した。今 こ うす る しか道が ない。 自らをあやめ、唇を合わせて死んでい くしか
ない」(5・2・358-9)と言 いつつ、 ベ ッ ドの上を デズデモーナの方 に這 ってい く。
この結末 の部分は、当時 の舞台ではす ぐれて視覚的で、一種 のステージ ・タブ ローを形成 し
ただ ろ う。 その点では、『ロ ミオ とジ ュ リエ ッ ト』 の納骨堂 の真夜 の愛死 の場面 と共通 す るも
のが ある。 ロ ミオ とジ ュ リエ ッ トは、両家 の不和 とい う宿命 と、「時」や 「偶然」 とい うアイ
ロニーに翻弄 されたが、石棺 の上で愛死を遂げ、永遠 の結婚 の秘儀16)をと り行 う。そ して観客
は、二人が オヴ ィデ ィウス的変容を な し遂げ、遠い夜空 の星屑に なって輝いてい るよ うな空想
をふ と抱 く。 オセ ローも新妻 の上に倒れ伏 して死ぬ。そ のベ ッ ドのシーツが初夜に使われた も
のと同 じであ ることを知 ってい る観客 の 目には、二人 もまた今人種的偏見、年齢や境遇 の相違、
他人 の悪意に よる妨害を超絶 して、永遠 の合一を な し遂げた よ うに も映 るだ ろ う。
しか し、両者は形態上 きわめて類似 してい るのだが、果た して 『オセ ロー』 の場合、 オヴ ィ
デ ィウス的変容を、観客は心か ら信 じるであ ろ うか。 どこか前者 とは、質的に ちが うものがあ
るよ うに思われ る。前者では、「変転」 「再生」 のイ メージ群が、 この納骨堂 のシーン に先立 っ
て多 く現れ 、人 々の ロマン チ ックな空想を は ぐくむのであ るが、『オセ ロー』 は逆 に、二人 の
永遠 の決別を暗示す るものばか りが現れ る。最後 の審判において、 自分は地獄 の業火に落 ちて
行 くとい う地獄 のイ メージもそ うだが、 と りわけ 「さよ うなら。わた しのや さ しか った主人に
よろ しく言 ってね」 とい う末期 の言葉が、観客 の耳について離れ ないか らで もあ ろ う。
二人 の愛す る男女が死後変容す ることを予想 させ る余韻を残す悲劇は、すでに ロマン ス劇 の
領域に踏み込んでい る。その意味で 『ロ ミオ とジュ リエ ッ ト』も 『アン トニー とクレオパ トラ』
もどこか救いがあ る。 この二組み の男女は天界に昇 ってい った よ うな想像を観客にか き立て る。
しか し 『オセ ロー』 の場合はそ うではあ るまい。一人は天上界に迎え られて も、他方は地獄へ
堕 ちて行 くよ り途は ない。二人は未来永劫に再会す ることは赦 され まい。そ こに この作品 の悲
劇性があ るのでは なか ろ うか。そ して オセ ローを地獄へ と引 きず り込む契機をつ くった のが、
ほか ならぬ悪魔イ アゴーだ った のであ る。
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注
1)齋 藤 衛rシ ェイ クス ピ ア と聖 な る次 元一 材 源 か らの ア ブR一 チ 』(北 星 堂 書 店 、1999)序章iii頁。
2)松 岡 和 子 『す べ て の季 節 の シ ェ イ ク ス ピア』(筑 摩 書 房 、1993)12頁、60-70頁。 氏 は、 元来 テ キ ス ト
の 中 の デ ズ デ モ ーナ に は、 「素 晴 ら しい 女 、 美 しい 女 、 可 愛 い 女 」 とい うイ メ ー ジ と 「貞 淑 な 、徳 高
い 、 完 壁 な女 性 」 と い う両 面 が 内在 して い るが 、 従 来 多 くの演 出で は 「夫 に責 め られ な が ら、 じ っ と
耐 え 夫 へ の愛 を 貫 く貞 淑 な妻 」 の イ メー ジ の 方 を 強 調 して きた が 、1989年の ジ ・ア ザ ー ・プ レイ ス に
お け る トレ ヴ ァー ・ナ ン(TrevorNunn)演出 の 『オ セR一 』 の イ モ ジ ェ ン ・ス タ ッブ ス(Imogen
Stubbs)の演 ず る デ ズ デ モ ー ナ は 、 テ キ ス トの 中か ら少 女 と い って い い ほ どの 若 く初 々 しい デ ズ デ
モ ーナ 像 を 見 事 に引 き 出 して い た 点 に 注 目 して 、 そ こか ら テ キ ス トと上 演 、 テ キ ス トと役 者 の 演 技 と
の 相 互 の関 係 を 興 味 深 く論 じて い る。 デ ズ デ モ ー ナ の年 齢 の 議 論 に 関 して は 、 ホ ニ グマ ン(E.A.J.
Honigmann)が、 彼 の編 注 の0'勿 伽(ArdenShakespeare,3rdseries,ThomasNelsonandSons,1997)
の イ ン トロ ダ クシ ョ ンの 中 で(pp.41-42)、「な る ほ ど デ ズ デ モ ー ナ は余 りに も屡 々円熟 した 女 優 に よ
って 演 じられ て きた が 、 彼 女 に は 、 作者 に よ って 大 変 若 く、 ほ とん ど幼 さ が感 じ られ る よ うに 意 図 さ
れ て い た ふ しが 、 彼 女 の 行 動 や 台 詞 のあ ち こち に 認 め られ る ・一 」 と論 評 して い る。
3)NormanSanders,ed.,α勿110(NewCambridgeShakespeareseries,1984),PP.10-14;JackD'Amico,
TheMoorinEnglishRenaissanceDram(SouthFloridaU.P.,1991),p.177.
4)E.A.J.Honigmann,0凱C21,p.42.は「… わ れ わ れ は 本 来 デ ズ デ モ ーナ の 年 齢 を15歳か16歳ぐ らい
と想 像 す べ きで あ る。`Lady'と呼 び か け られ る こ とが 作 中 あ って も、 そ れ は ジ ュ リエ ッ トの 場 合 で も
そ うで あ った よ うに 、 現 代 的 意 味 で 解 す べ きで は な い 」 と言 う。
5)``weep"につ い て は 、OED.1.Intr.1,"Tomanifestthecombinationofbodilysymptoms(instinctive
cries,ormoans_)whichisthenatural,audible,andvisibleexpressionofpainful(andsometimesof
intenselypleasurable)emotion"とあ り、"turn"と"obedient"につ い て は 、前 掲 の ノ ーマ ン ・サ ン ダ ー






第3巻 第7話 が 材 源 と され る。1565年イ タ リア 語 版 が 出版 され 、1583年フ ラ ンス語 版 が パ リで 出 版 さ
れ た 。
9)AndersNygren,AgapeandEra(ChicagoU.P.,1982).岸千 年 ・大 内 弘 助 共 訳rア ガペ ー とエR一 ス 』
(新教 出 版 社 、1986)。MartinC.D'Arcy,TheMindandHeartofLov(HenryHolt,NewYork,1956)
で は 、 パ ウ ロの言 う 「悪 に は悪 を 、 そ し りに は そ し りを 返 え さず 、 む しろ祝 福 を お返 え し しな さい 」
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13)「真 珠 」 の 象 徴 的 意 味 に つ い て は 、HansBiedermann,K%偬z3五εκ伽%467助〃¢わ016(Manchen,1988)藤
代 幸 一 監 訳 『図説 世 界 シ ンボ ル 事 典 』(八 坂 書 房 、1988)の 「真 珠 」 の項(211-214頁)が、 他 の 象 徴
事 典 に 比 べ て特 に 示 唆 的 で あ る よ うに思 う。 フ ェ ミニ ズ ム派 の批 評 家 ヴ ァ レ リー ・ トラ ウブ(Valerie
Traub)は、DesireandAnxietyCirculationofSexualitinShakespeareanDram(Routledge&Kegan
Paul,1992)にお い て 、 古 代 ギ リシ ア ・R一 マ の 神 話 ・伝 承 も、 神 の 光 の し る し と して 「真 珠 」 を 読 み
解 くキ リス ト教 的 象 徴 体 系 を も無 視 して、 「デ ズ デ モ ー ナ が 「真 珠 」 の よ うな 宝 石 と して表 象 され る
の は 、 彼 女 の エ ロテ ィ ッ ク ・パ ワ ーを 最 終 的 に は 、 物 言 わ ぬ 冷 た く美 しい飾 り物 と して 人 々に 記 憶 さ
せ るた め の作 者 の戦 略 で あ る」 と解 して い るの は 、 ヨ ー ロ ッパ の連 綿 た る文 化 の 象徴 体 系 か ら著 し く
逸 脱 した 独 断 的 な解 釈 と言 わ ざ るを 得 な い 。
14)例え ば第1幕1場 の173行の 「ロデ リー ゴ、 お 前 に 娘 をや っ た方 が まだ ま しだ った … 」 や 、 同 幕2
場62行以 下 の台 詞 「この 国 の裕 福 な 美 青 年 を も婿 に し よ うと しなか った 娘 が 、 ど う して 世 間 の 物 笑 い
に な るの を 承 知 で、 親 の膝 元 を 逃 れ て お 前 の よ うな 男 の黒 く煤 け た 胸 に飛 び込 ん だ りす る もの か 、 歓
び よ りも、 恐 ろ しげ な 形 相 の お 前 の そ の 胸 に だ ・一 」 参 照 。
15)齋藤 衛 「『不 死 鳥 と山鳩 』 と シ ェイ クス ピ ア悲 劇 の精 神 」 『イ ギ リス 小説 とそ の 周 辺一 一 米 田 一 彦 教 授
退 官 記 念 』(英 宝 社 、1977)は、 形 而 上 的 な 愛 を うた う この 小 詩 を 解 釈 す る と き、 常 に 『オ セR』
との 関 連 を 念 頭 に 置 い た もの で 、次 の一 文 は示 唆深 い。「シ ェイ クス ピ アに と って 、お そ ら く、ハ ピ ー ・
トラ ジ ェ デ ィも なけ れ ば 、 プ ラ トン的 イ デ ィア もあ りは しない 。 鳥 が 現 わ して い る者 の 死 と共 に す べ
て が 終 わ っ た 。 希 望 的 観 測 も甘 美 な 空 想 も、 自 ら葬 り去 る こ と、 「悲 劇 」 に は そ の よ うな含 意 もあ る
の で は な い か 。」(275頁)
16)拙著r陰 繋 と変 容 の ドラマ ー シ ェイ クス ピ アの 喜 劇 と悲 劇 』(研 究 社 、1992)196-204頁参 照 。
*本 稿 で は 、 この 劇 の 主 要 人 物 の一 人 イ ア ゴー へ の 言 及 が 割 愛 され て い る。 この作 品 の聖 な る次 元 を 考
察 す る上 で 、14世紀 末 か ら姿 を 見 せ る モ ラ リテ ィ劇 の ヴ ァイ ス(Vice)の系 譜 を視 野 に 入 れ る と、 本
稿 の テ ー マ に、 更 な る光 を 当 て る こ とが 出 来 た か も知 れ な い。 こ の点 に つ い て は 、 今 後 の 課 題 とす る。
なお イ ア ゴ ーの 悪 意 に 関 して は 、 拙 稿 「イ ア ゴ ー と近 代 一 理 性 とい う狂 気 」、 今 西 雅 章 ・尾 崎 寄 春 ・
齋 藤 衛 『シ ェイ クス ピ アを 学 ぶ 人 の た め に 』(世 界 思 想 社 、2000)を参 照 され た い 。
**本 文 の引 用 や 翻 訳 の行 数 は、E.A.J.Honigmann編注 の0'勿 伽(NewArdenの第3シ リーズ)に 依 っ
た 。 また 訳 文 は 白水 社 版 の 小 田 島雄 志 訳 に 負 うと こ ろ大 で あ る。
***この 研 究 は 、 平 成15年度 文 部 科 学 省 科 学 研 究 助 成 費 補 助 金(基 盤 研 究B.2「 英 米 文 学 研 究 に お け る中
世 ・ル ネ ッサ ンス の イ コ ノ ロ ジ ー の影 響 と役 割 」)の 研 究 成 果 の 一 部 で あ る こ とを 記 させ て い た だ く。
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Illustration
1.C.WalterHodges,Enterth隔016Arm'一一APictorialStudyofShakespeare'.Staging1576-
1616(CambridgeU.P.1999)を参 考 に した 筆 者 の 想 定 舞 台 構 図(エ ミ リア が 、 デ ス デ モ ーナ の 死 ん で
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